
続きは2面を見てね ➡

第 62 回滋賀県 PTA 大会のオープニングは、NPO 法人高
島倶楽部「トゥインクルスターズ」のみなさんによるチアリ
ーディングの演技でした。

自分らしさを表現しようと体いっぱい使ってのパフォーマ
ンス。躍動感あふれる演技に会場全体が感動の渦に巻き込ま
れました。

式典では、会長挨拶、県教育長祝辞、功労者表彰と大会宣
言の採択が行われました。（関連記事　2 面）

アニメ「クレヨンしんちゃん」の神田鳥忍役、「あたしんち」のナスオ
役などの声優としてご活躍の大塚みずえ氏による「恐れずに自分を表現し
てみませんか？」と題した講演が行われました。自己表現ができずに苦し
んでいる人が多い現代、他人とのコミュニケーションに憶病になっている
私たちの心を巧みな話術で解きほぐしてくださいました。

盛りだくさんの講演の最後に、子育ての中で、子どもの自己肯
定感を引き上げるには、「大人がコントロールを手放すことも大事
ですよ」とのアドバイス。子どもの自主性に任し、時には失敗する
ことも大事という先生の言葉に、「よし明日からそんな風に子ども
に接し、親も子も共に自分らしさを表現できるようにしていきた
い。」と感じることができたすばらしい講演でした。

第

62  
回 『滋賀県PTA大会』

自分らしさってなんだろう

高島市民会館12 7
土

令和元年

★初めに、伝統的な日本文化の一つである「講談」を披
露。先生は「たまねぎ亭紅

こう
瑞
すい
」という名前で講談語りの

活動もされています。「選ぶということが自分を表現す
ること」の最初の一歩だと言われ、会場のみんなで選ん
だ演目「因幡の白ウサギ」で楽しい古事記の世界に私た
ちをグイっと魅了。

★大塚先生のご主人は、自分を表現することが苦手だっ
たけれど、お子さんと共に成長され、その後、絵本の文
章を書くという仕事で、自分らしさを取り戻したのだそ
うです。その絵本「いちにちパンダ」の読み聞かせから
は「自分らしさを大事に」というメッセージが伝わり、
勇気をもらいました。

★全員参加しての「心のキャッチボール」イエス
アンド体験ではあちこちから笑い声。隣席の人
たちと楽しくコミュニケーションをとりながら、
ほっこり温かい雰囲気になりました。

★インプロ（即興）一人芝居「その後の桃太郎の
サル」は大盛り上がり。参加者が「自由に書いた
言葉」を劇中に盛り込んで即興で演じ上げられた
のは圧巻でした。

大塚みずえ氏 講演会
恐れずに自分を表現してみませんか？
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会長　橘　　円

第3回連Ｐ会長会開催
於 彦根市東地区公民館

　連 P 会長会は、地域間の情報交換を通じて、お互いの市町連 P
活動をより充実させる目的で開催されています。また、PTA を取
り巻く難しい諸問題に対し、県や日本 PTA との連携や情報の入

手もその目的の 1 つです。
　開催地の連 P 役員さん、単 P 役員さんに
も出席していただきながらより深い情報の
交換、共有ができています。
　この日は「個人情報の保護」「PTA 任意
加入問題（PTA 退会問題）」について活発
な情報交流がされました。

今を生きる子どもたちは、生まれ
ると同時に著しい変化の中にいます。
これからもこの変化は続いていくと
考えられますが、大人も子どももう
まく対応していけるのでしょうか。
今の子どもたちが育つ社会状況は
私たち大人が育った頃とは異なり、経験と感覚だけで
は子育てがしにくくなっています。だからこそ私たち
が学び合い、今の社会に生きる大人として育っていか
なければなりません。そのためには、PTA活動を通
した学びと地域との連携がますます重要になってきま
す。どんな社会になっても変わらないものがあること
を忘れてはいけません。その中で大切なことは、親と
子がしっかり向き合うこと、子どもを取り巻く大人や
地域がつながること、そして交流をすることです。こ
れらは見えにくいかもしれませんが、共に生活し活動
する場で得られるものだと思います。この大会が、親
育ちの場であり、子どもたちのためにつながり合う場
であることを確認します。

◦�私たちは、家庭・学校・地域社会との「つながり」
をより一層深めるための核となり、みんなで子育て
できるPTA活動を推進します。
◦�私たちは、「いじめ」や「虐待」の防止に努めると
ともに、自らの人権感覚を磨き、自他の生命や人権
を大切にするPTA活動を推進します。
◦�私たちは、コミュニケーションツールの使い方を家
庭や学校で話し合い、子どもたちが安心して成長し
ていくためのPTA活動を推進します。
◦�私たちは、親同士の連携を密にし、子育ての情報交
換を活発にする中で、親育ちのためのPTA活動を
推進します。
◦�私たちは、会員相互の研修に努め、子どもたちを取
り巻く社会環境の変化に対応できるＰＴＡ活動を推
進します。

令和元年12月7日
第62回滋賀県ＰＴＡ高島大会

大 会 宣 言

決 　 議

会長 あいさつ
　12 月に入り、寒さは厳しくなってきましたが、
山々の移ろいは目にあでやかです。この美し
い高島市で、第 62 回滋賀県 PTA 大会を開催
することができ、大変うれしく思います。
　さて、先日「OECD（経済協力開発機構）の
国際学力調査で、日本の若者の読解力の低下
が浮き彫りになった」と、新聞が報じていまし
た。また、その低下の原因の一つに SNS の普及があるとも書
かれていました。
　その一方でとてもうれしいものに出会いました。亀岡子ども
新聞という地域紙に掲載されている「こども相談室」です。子ど
もが大人の悩み相談を受けるコーナーで、子どもが頭をフル稼
働させ、自分の経験や考えを駆使して、大人の悩み事に真剣に
答えようと言葉をひねりだす姿がうかがえます。
　子どもが頑張る姿は素直に喜ばしいものですが、その頑張り
を支える大人がいてこそ、成り立つものではないかと、新聞を
読みながら考えました。子どもは自分の力だけでは成長できま
せん。
　しかし、成長するために他者を必要とするのは何も子どもだ
けではありません。大人もまた、人との出会いで磨かれていく
ものです。
　ことばの力が低下しているといわれる今、亀岡子ども新聞の
子ども記者たちの頑張りを引き出せた大人の力に、私たちは少
なからず学ぶものがあるのではないでしょうか。
　子どもを磨く大人になるために、私たちは自分を高める機会か
ら遠ざかってはいけないと思います。子育てという一つの仕事に
取り組む大人が、思いを一つにする機会が PTA です。大変なこ
ともありますが、「ひとりではない」ことに救われることもあるか
もしれません。私たちもまた、自分の力だけでは成長できないか
らこそ、皆さんとともに磨きあっていきたいと思います。
　今日の講演では、「声に出す言葉」を通じて、互いの心に触れ
あう学びを体験していただきます。どうか最後まで、楽しい時間
をお過ごしください。

11
10
日

滋賀県 PTA大会 つづき…
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隣の PTA 

 何 してる！？

この一年、ＰＴＡ役員を経験さ
れた方は得るものがたくさんあっ
たのではないでしょうか！？
（私自身がそうだったので　   ）
今号掲載の「よろこぶ顔がみた
くって！」のように、子どもの笑
顔が見られるなら、子どもの命・
心を守るためなら、絶対がんばれ
ちゃう！と私は思います。(*^O^*)
みなさんにとって「やってみよ
うかなＰＴＡ」と思うキッカケに
なる広報紙になれたらいいなぁ
って思いを込めた１０８号とな
りました。
次回号にも是非目を通していた
だけますように ･･

編集後記

くりみフェスタ

「オバケリア」

能登川北小学校
PTA（東近江市）

大津市PTA連合会小学校会長会 主催

能登川北小学校
は、児童数 71 名の
小さな学校です。
昔からまちづくり
への関心が高く、
地域ぐるみで子ど
もを育てようとい
う思いが今も息づ

いています。PTA 組織も小規模ですが、卒業してからも地
域の一員として子どもたちを見守り続けることを先輩方の
姿から学んでいます。

今年で 15 回目を迎える「くりみフェスタ」は、地域と PTA
が一体となった地域最大の催しです。能登川地区に根ざし

たまちづくりの組織に、地元の各種団体、PTA やボランティ
アも加わって、数か月前から準備。楽しみにしている子ども
たちの期待に応えようと、役員も思いをめぐらせます。

今年も射的や輪投げ、釣りゲーム、ディスクゴルフなどの
スポーツ体験、バザーなど盛り沢山な内容。PTA が行う餅
つきの他、豚汁やフランクフルト、綿菓子などごちそうもいっ
ぱい！つきたてのお餅をみんなでいっしょに頬張ると、三世
代の交流が広がります。

子どもたちもフェスタで重要な役割を果たしています。午
前中は音楽会で合唱や合奏を披露、午後からは 6 年生が学
校で育てたチンゲン菜を販売。今年も完売！！　また中学生も
応援に駆けつけ、ポテトなどの販売員として大活躍。

 「すごく楽しかった」「また地域の人に会ったらお礼が言
いたい」「中学生になっても手伝いに来たい」と子どもたち
の声。
「地域の子どもは地域で育てる」「みんなの顔と名前が一

致するまちづくり」という理念が息づく、なごやかであった
かい催しです。スタッフは言います。「大変な面もあるけれど、
子どもたちのためにこれからも続けていきたい」と。

11 月 16 日（土）、紅葉も見頃を迎えた三井寺（園城寺）で、
第一回大津市 PTA 連合会肝試し企画、「オバケリア」が開
催されました。

暗闇の三井寺境内には、完成度の高い本格的なオバケが
潜み、参加者を待ちかまえています。おどかす方も、おどか
される方の参加者も、ワクワク！ドキドキ！始まってみると、恐
怖のあまり動けなくなる子や、リタイアする子も続出！夜の
三井寺に子どもたちの叫び声が響きわたりました。

広い大津市の各エリアから1989 名（うち子ども 1204 名）
が参加。17 時 30 分の受け付け開始時刻には、既に長蛇の
列の大盛況。

この企画はたくさんの方の協力で支えられていました。
会場の準備や後片付けのスタッフはもちろん、被り物の中
で汗びっしょりになりながら、子どもたちをおどかし続けた

30 人のオバケ
役の方など総勢
45 名。そして何
より被り物、衣
装、オブジェな
どを製作された
方 々の 情 熱 が
伝わってきました。

運営で留意した点は、やはり安全面とのこと。暗くなる川
や茂みなどがたくさんあり、バリケードやコース表記の他、
小さな灯りをたくさん配置。翌週の夜間イベントのために設
置されていた電灯も利用させてもらいました。「境内使用に
あたり二つ返事で OK してくださった三井寺さんには感謝
です」「観光客のいない夜間なので、混乱もなく無事終えら
れたことが何よりです」というスタッフの声や、「来年はオ
バケ役で参加したい」という親御さんの声も。力を合わせる
ネットワークがより広がることを期待して、次年度につなげ
ていきたいと役員さんは語られていました。

11
16
土

10
26
土

よろこぶ顔がみたくって！編
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チャブ保険は、
大切なお子さまを

24時間お守りします。

ケガ・育英費用・賠償責任を補償!! 

www.chubb.com/jp

Chubb損害保険株式会社

こども総合保険



24
時
間
お
子
さ
ま
の
「
万
が
一
」
に
安
心
で
お
応
え
し
ま
す
‼

滋賀県PTA連絡協議会
「園児・児童・生徒24時間総合保障制度」

 保障制度の特徴！！
1．学校内外問わず 365 日 24 時間保障！
2．新年度より疾病入院にも対応の新プランを新設！（小学生以上対象）
　　S プラン・・疾病入院保険金、疾病手術保険金、療養一時金等
3．全プランに天災危険補償特約を付帯！
4．個人賠償責任補償は、お子さまはもちろん同居のご家族も対象！
5．各種サービスをご利用いただけます！
　　①メディカルアシスト（各種医療に関する相談に応じます。24時間365日受付）
　　②デイリーサポート　（介護・法律・税務のご相談）

滋賀県
自転車条例

対応！

新年度の加入手続き書類は、4 月初旬に学校園を通じてご案内いたします！

保障制度のお問合せは、下記代理店へお願いします。
「園児･児童・生徒24時間総合保障制度」係

TEL : 0120-577-415 （平日9：30～17：00）
(株)アーク･スリー・インターナショナル
取扱保険代理店

保険・保障等、加入を検討していたけど、ついうっかり忘れていた！
子どものクラブ活動や活動範囲が広がったので検討が必要！と思われている
皆様、当保障制度は補償期間の途中からでもご加入いただけます！！
全プラン「熱中症」補償も付帯しております。

ネットモラル研修会
ｉｎ長浜スマホ会議

長浜市曳山博物館12/14㈯

小学校高学年・中学生・高校生が集う研修会。コーディネーターに兵庫県立大
学　竹内和雄先生、活動のサポートに同大学ソーシャルメディア研究会の学生の
皆さんをお迎えしました。
最初に、SNSの「現状と対策」の説明がありました。その都度、子どもたち

は思ったことや感じたことなどを発言し合います。
次に、ネットを「やめられない瞬間」と「どうすれば？」（対策）、について個々に考え、
班ごとに全員発言で発表。

最後に、提言作成！！
　①国・自治体　②企業　③親（子）　④先生　⑤自分たち　                     
に対して「してほしい」こと、「してほしくない」ことをまとめ、班の代表者が発表し
ます。　

研修会には、県・長浜市の PTA 役員さんや、
引率で来られた先生方も一緒にディスカッションや
発表に参加。大人から子どもたちに対しては、「自
分を大切にしてほしい」「かけがえのない存在なん
だよ」「君の味方だよ」などが伝えられ、切なる願
いや的確な提言が盛り沢山となりました。
一日の研修を通して、子どもたちと大人の私た

ちが互いに思いや意見を直接言える・聞き合える
貴重な機会を得ることができました。

⃝途中にな
るとき。

⃝相手と繋
がってい

るとき。

⃝情報が欲
しいとき

。など

⃝親もルー
ルを守っ

てほしい
。

⃝親にも制
限してほ

しい。

⃝感情的に
怒るので

はなく叱
って

　ほしい
。など

⃝ルールを
作っておく

。

⃝やめるた
めの「ご褒

美」を考え
ておく。

⃝友だちと
話し合って

、やめやす
い雰囲　

　気を作っ
ておく。な

ど

⃝直接会っ
て話すこと

を大事にし
たい。

⃝SNS以外
のことに時

間を使う。

⃝ネット依
存は人ごと

ではない。
など

やめら
れない

瞬間

親には 自分た
ちには

どうす
れば？
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